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研究成果の概要（和文）：奄美大島と沖縄本島北部に分布イするシカワガエルは、環境省レッド

リストで絶滅危惧 IB 類に、鹿児島県と沖縄県で天然記念物に指定されている。本研究では、本

種の保全を目的に飼育下繁殖を試みたところ、実験室の人工繁殖個体から、完全飼育下で自然

繁殖に成功した。また、奄美産と沖縄産を用いて形態計測、mtDNA 解析及び交雑実験を行った

ところ、両者は遺伝的にも形態的にも分化しており、雑種致死による交配後隔離が成立してい

ることから、別種とするのが妥当であると考えられた。奄美産を新種「アマミイシカワガエル」

として記載した。 

 
研究成果の概要（英文）：Odorrana ishikawae is listed as a class BI endangered species on 
IUCN Red List and protected by law in Okinawa and Kagoshima Prefectures, Japan. In an 
effort to help preserve this endangered species, we tested a farming technique involving 
the artificial breeding of frogs and also promoted natural breeding in the laboratory. 
We also conducted morphological comparison, mtDNA analysis, and crossing experiment, with 
the purpose of clarifying the degree of differentiation between the Okinawa and Amami 
populations. The results showed that the Okinawa and Amami populations are clearly 
differentiated both genetically and morphologically, and also reproductively isolated 
by complete hybrid inviability or abnormal spermatogenesis. These two populations can 
be regarded as different species. Thus, we have described the Amami population as a new 
species O. splendida. 
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１．研究開始当初の背景 
イシカワガエルは、奄美大島と沖縄島北部に
分布する日本で最も美しいとされるカエル
で、鹿児島県と沖縄県では天然記念物に、環
境省レッドリストでは絶滅危惧 IB 類に指定
されるなど、早急な保護対策が求められてい

る。本種の飼育下繁殖は、その特殊な繁殖生
態から、これまで困難とされていたが、予備
実験によって、野外で成熟した個体について
の人工繁殖に成功している。また、イシカワ
ガエル種内の遺伝的多様性についての知見
は全くなく、効率的な保全のためには、本種
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の集団間及び集団内の遺伝的多様性の評価
が急務となっている。一方、沖縄島と奄美大
島のイシカワガエルについては、外部形態、
鳴声、核型、mtDNA 遺伝子の塩基配列におい
て、わずかながら明瞭な違いが報告されてい
るが、両者の間にどの程度の繁殖隔離がある
か、また分類学的にどのように位置付けるか
については、まだ明確でない。 
 
２．研究の目的 
（1）実験室での人工繁殖・飼育維持方法を
確立し、効率的な保全に資する。（2）集団
間及び集団内の遺伝的多様性を調べ、人工繁
殖下でも遺伝的多様性を評価する。（3）種内
の遺伝的及び形態的分化を解明するととも
に、交配後隔離の程度を明らかにすることに
よって、各集団の分類学的な位置付けを明確
にする。 
 
３．研究の方法 

（1）奄美大島と沖縄島からイシカワガエル

を採集し、人工受精法による人工交配系を確

立する。（2）実験室での人工繁殖と飼育維持

を試みるとともに、野外から採集した沖縄、

奄美大型、奄美普通の各集団の個体を用いて、

集団間で交雑実験を行ない、雑種の生存率と

繁殖能力を調べ、集団間の繁殖隔離の有無と

その程度を調べる。（3）野外集団について、

mtDNA 解析を行ない、本種の各集団における

遺伝的多様性と集団間の遺伝的分化の程度

を把握する。（4）外部形態計測を行ない、集

団間の形態的な差異を明らかにする。 
 
４．研究成果 
2010 年の繁殖期には、人工繁殖によって生ま
れた 6年齢の人工繁殖個体から、完全飼育下
での自然繁殖によって、多数の 2代目を得る
ことに成功した。また、形態計測に基づく主
成分分析の結果、奄美産と沖縄産とは形態的
に明瞭な相違があること、アロザイム分析、
mtDNA 解析及びマイクロサテライト解析から、
両集団は遺伝的にも明瞭に分化しているこ
とがわかった。さらに、交雑実験の結果、沖
縄産雌と奄美産雄との雑種は発生初期です
べて致死になること、奄美産雌と沖縄産雄の
雑種は正常に発育するが、成熟期に達した雑
種の雄は精子形成が異常であることがわか
った。以上、奄美産と沖縄産は遺伝的にも形
態的にも明瞭に分化しており、生殖的にも明
確な交配後隔離が成立していることから、両
集団は別種とするのが妥当であると考えら
れる。イシカワガエルの基準産地は沖縄本島
であることから、奄美産のイシカワガエルを
新種「アマミイシカワガエル」Odorrana 
splendida として記載した。 
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〔その他〕 
「絶滅危惧種イシカワガエル青い体色を確
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3〜4 日）で報道された。「生きた化石イボイ
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